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1は じ め に

2003年は、冷夏の影響で障害不稔やいもち病が発生

し、東北全体の水稲の作況指数は80と 大きく低下した。

しかし、秋田県南地方は一部の地域を除き障害不稔の発

生が少なく、比較的被害が軽微であつた。ここでは、秋

黒暑戻:些墨翼曇晨輩馨磯場進角裏農男甦具ぷ百禿鴛阜
冷害下における水稲の生育と養分吸収の特徴を解析し

た。

2賦 瞼 方 法

下記の試験を、水田利用部場内の灰色低地土水田で実

施した。

°)計
乱牌鰊 試験α∞昨で

“
年目となる。

空素、リン酸、カリウムの各養分欠如区、三要素施用

リン酸は8kノ 10aを 全量基肥とした。

Oa施用し、 リン酸は8kg/10a全 量基肥。

3 餞瞼着鼻及び考壼

(1)試験 I

三要素区や無カリ区ではほぼ平年並みの収量であつ

たが、無リン区、無窒素区、無肥料区のような低栄養

条件下では総籾数が平年よりも著しく少なく、6～ 15%

程度減収した (表 1)。

一方、稲わら堆肥施用区では、総籾数の減少が軽微

であり、また登熟歩合が向上したことにより、平年と

同等かそれ以上の収量が得られた。成熟期乾物重も精

玄米収量と同様の傾向が見られた。

窒素吸収は、全体的に平年よりも少なく、特に無肥

料区や無窒素区では平年を大きく下回つた (表 1)。 リ

ン酸、カリウムも養分欠如区での吸収量が平年よりも

著しく少なく、一方、稲わら堆肥を多量に連用した試

験区ではほぼ平年並みの吸収量であつた。ケイ酸吸収

量も全体的に少なく、特に三要素区では成熟期のわら

中の濃度が69%と 極めて低く、吸収量は1983年 以来の

調査した年度のなかで最も少なかった。ただし、稲わ

ら堆肥多量施用区では、ほぼ平年並みのケイ酸吸収量

であつた。

(2)試験Ⅱ

1998年 の冷害と同様に籾/わ ら比と千粒重が低下し

たが、有機物施用区では、その他の収量構成要素が平

年並みであり、収量もほとんど低下しなかつた (表

2)。 一方、無施用区では総籾数の低下が著しく、収量

も平年比82%と 低かつた。出穂期は平年より1～ 3日 程

度の遅れであつた。

(3)詠

繁

Ⅲ

試験区でも総籾数と千粒重が平年を下回つた

後署謙ξ機関層朧 霧li「薬晃
用区で7%の 減収となつた (表 3)。 出穂は、平年に比ベ

て 1日 程度の遅れで、梓長は短 く、倒伏は見られなか

った。 あきたこまち (試験 Ⅱ、Ⅲ)の 乾物重の平年に

程I:写勅晟笙誓象麗連軍引I」1ピ量甚星晨百写F現
穂形成期の乾物重は平年を上回つたが、成熟期では平

年に比べて少ない傾向であつた(データ省略 )。
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― 試験‖わら無施用

一 試験‖有機物施用

E「 ま験Ⅲ来薔ふん雄lE無施月 |

一 倒 宗薔ふん堆肥施用  |

― 試験‖わ軸 用

一 蜘 有機物施用

C「 試験m家畜ら、ん雄IE無 施用

一 匈 家畜ら、ん堆IB施 用

麟菫影咸■   ●■劇    威鶴コ

図1 あきたこまちの乾物生産量の推移

4 ま と め

2003年 は、各養分の吸収が少ない傾向があり、特に養

分欠如区での減少が著しかった。また幼穂形成期頃の稲

体窒素濃度が低く、このことによって一穂籾数が減少
し、減収に結びついた場合が多かった。一方、長期間に

わたる有機物の上乗せ施用によって土壌の可給態窒素が

鶴

“

移咸畑   ●■期    威饉爛

図2 あきたこまちの茎葉窒素濃度の推移

増加している場合には、低栄養状態が緩和されて総籾数
の減少が軽微となり、大きな減収につながらなかったと

考えられる。平年において籾数が過剰気味で倒伏も著し
い試験Ⅲの家畜ふん堆肥長期連用試験区では、冷夏の影

響により適正籾数となり、また倒伏 もしなかったことが

登熟歩合の向上につなが り、平年並みの収量となった。

― 試験‖わ軸 用

一 蜘 有機物施用
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